
熊本地震の際
九州縦貫自動車道は４車線のため、上り線を利用し
早期に交通機能を確保

⼤規模災害発⽣時に ⽀援路・代替路として機能！
熊本地震発生後において、東九州自動車道、
九州中央自動車道が被災地の復興及び九州全体の経済を支える役割を果たす！
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南海トラフ地震発生時の支援ルート確保

高速道路が被災した際、早期の交通機能回復

南海トラフ地震発生時
東九州地域沿岸部は大津波により地域が孤立
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九州縦貫自動車道の代替ルートとして機能

【中型車以上交通量推移（門川IC～清武南IC）】
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高速道路統計月報より算出

東九州自動車道の中型車以上の交通量増加

被災地への支援ルートとして機能
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ボランティア・支援物資を輸送

東九州道・九州中央道

南海トラフ地震

※H28熊本地震発生時点

※H30.12月末現在


